
【試合結果】
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審判 主審 副審

【ボックススコア】

No. 出場 得点 ３P ２P FT R F No. 出場 得点 ３P ２P FT R F

4 × 5 0 2 1 1 3 4 × 22 0 9 4 6 0

5 × 21 1 9 0 11 3 5 × 13 0 5 3 1 1

6 DNP 6 × 12 0 6 0 9 1

7 ／ 0 0 0 0 0 1 7 ／ 4 1 0 1 2 1

8 × 11 2 2 1 0 2 8 × 5 1 0 2 0 1

9 ／ 0 0 0 0 0 0 9 ／ 17 1 3 8 6 2

10 × 13 1 5 0 5 2 10 ／ 0 0 0 0 2 1

11 × 0 0 0 0 0 1 11 DNP

12 DNP 12 DNP

13 DNP 13 DNP

14 ／ 7 0 3 1 0 2 14 DNP

15 ／ 0 0 0 0 0 1 15 DNP

16 DNP 16 DNP

17 DNP 17 DNP

18 DNP 18 DNP

HC HC

57 4 21 3 17 15 73 3 23 18 26 7

出場　　×：スターター　　　　　　／：途中出場　　　　　　　DNP：出場なし

得点　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー

【戦　評】
　北海道１位の啓明中と静岡県浜松開誠館中の対戦。
　１Q、啓明の積極的なオフェンスで主導権を握る。開誠館は粘り強いDFで対抗して締まったゲームとなる。お互いに機動力があ
るが、チャンスを得点にした啓明がリードする展開となる。開誠館は果敢にゴールに向かい追い上げ、残り３０秒で平本の３Pが決
まり、逆転した開誠館が１６−１４とリードして１Qを終える。
　２Q、DFの運動量を上げてきた開誠館がリードを広げる。啓明も星賀を中心に食い下がるが、激しいDFの前になかなか得点繋
がらない時間が続く。しかし、啓明が相手のターンオーバーから連続得点で追い上げる。激しい攻防の中で、お互いに得点を入
れ合う展開の中、チャンスを確実に得点した開誠館が３３−２５とリードして前半を終了した。
　３Q、開始早々、トラップからボールを奪い主導権を握る開成館がリードを広げる。３分後、チームをけん引していた啓明の大山
が負傷してコートから離れる状況になる。そんな状況の中、激しいDFから一気にリードを広げる開成館はさらに手を緩めない。大
山がコートに戻ると啓明も本来の動きとなるが、終始自分たちのペースでプレーしていた開成館５４−４１とさらにリードを広げて３
Qを終える。
　４Q、体の強さを生かしゴールに攻める開成館に対して、切り替えの早さで対抗する啓明は一進一退が続く。サイズではやや劣
る開成館ではあったが、リバウンドを支配して流れに乗る。残り時間３分となり、啓明も木村、高村の得点で必死に追い上げる。し
かし、安定した試合運びで常に先手を取り攻め気を緩めない開成館が７３−５７で勝利する。
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結果

札幌啓明 浜松開誠館
道１位 静岡

57 73


